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１．経営成績・財政状態に関する分析 

（１）経営成績に関する分析 

イ 当期の経営成績 

当連結会計年度におけるわが国経済を顧みますと、個人消費の回復は緩慢であるものの、企業活動におけ

る生産は持直しの動きがみられることから、雇用情勢は改善傾向にあり、緩やかな回復基調が続いておりま

す。また、昨年後半からの円安基調により、輸入コストの増加に伴う物価の押上げ要因はあるものの、企業

収益の改善が設備投資や家計所得の増加への期待感を生み出しており、地方経済を含めた経済の好循環の拡

大が見込まれる状況にあります。 

また、当行グループが営業基盤とする長野県経済をみますと、個人消費に関して消費税増税の駆込み需要

の反動がみられているものの、公共投資の増加および製造業を中心に生産は緩やかな回復をみせており、雇

用・所得環境は着実な改善が続いております。 

金融面につきましては、平成25年４月からの日本銀行による「量的・質的金融緩和」が継続するなかで、

10年物国債利回りは、需給の引締まりや欧米の長期金利の低下を受け、期初の0.6%台半ばから期末の0.4%前

後へ概ね低下傾向で推移いたしました。株式相場は、企業業績の伸長や年金などの公的マネーの買いによる

良好な需給環境を受け、期初の14,000円台から期末の19,000円台まで上昇傾向で推移いたしました。為替相

場（米ドル／円相場）は、昨年４月から８月中旬までは、１ドル101～102円台の狭いレンジで方向感なく推

移いたしましたが、８月下旬以降は米景気回復への期待や米早期利上げ観測の高まりから、１ドル110円台ま

で円安・ドル高が進みました。また、10月末の日本銀行による追加金融緩和を受け、急速に円安・ドル高が

進み、その後は１ドル120円を挟んで推移いたしました。 

このような金融経済環境のもとにあって、当行グループは、引き続き、役職員一丸となって業容の拡充と

経営の一層の効率化に努めてまいりました。この結果、次のような経営成績となりました。 

連結経常収益は、銀行業務における資金運用収益が増加したものの国債等債券損益が減少したことなどに

より前期比５億 79 百万円減少して 235 億 16 百万円となりました。一方、連結経常費用は、前期比６億 74

百万円増加して207億 88百万円となりました。この結果、連結経常利益は前期比12億 53百万円減少の27

億 28 百万円となりました。連結当期純利益は、連結子会社であった㈱ながぎんビジネスパートナーズの吸

収合併により税金費用が減少したことなどから前期比２億21百万円増加の27億２百万円となりました。 

当行グループの中心となる当行単体の経営成績につきましては、経常収益は前期比10億14百万円減少の

180億 72百万円、経常費用は前期比１億６百万円増加の155億 60百万円、経常利益は前期比11億 21百万

円減少の25億11百万円、当期純利益は前期比６億11百万円増加の25億88百万円となりました。 

ロ 次期の見通し 

当行グループの次期業績は次のとおり見込んでおります。 

連結経常利益は前期比４億22百万円増加の31億50百万円、親会社株主に帰属する当期純利益は前期比６

億52百万円減少の20億50百万円を見込んでおります。 

また、当行単体の次期業績につきましては、経常利益は前期比５億89百万円増加の31億円、当期純利益

は前期比５億88百万円減少の20億円を見込んでおります。 

 

（２）財政状態に関する分析 

連結ベースの主要勘定につきましては、預金（譲渡性預金を含む。）は、個人預金を中心に順調に推移したこ

となどから、期中167億56百万円増加して期末残高は１兆203億54百万円となりました。貸出金は、住宅ロ

ーン等の消費者ローンおよび地方公共団体向けの貸出金が伸びたことなどから、期中37億58百万円増加して
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期末残高は5,966億96百万円となりました。有価証券につきましては、期中95億17百万円増加して期末残高

は4,233億47百万円となりました。また、外国為替の取扱高は１億60百万米ドルとなりました。 

連結ベースのキャッシュ・フローの状況につきましては、「営業活動によるキャッシュ・フロー」は、預金の

純増や資金運用による収入などにより56億26百万円の収入超過となりました。「投資活動によるキャッシュ・

フロー」は、有価証券の償還による収入などにより25億84百万円の収入超過となりました。また、「財務活動

によるキャッシュ・フロー」は、劣後特約付社債の償還による支出などにより52億20百万円の支出超過とな

りました。以上の結果、当期末の「現金及び現金同等物」は、前期末に比べ 30 億 4 百万円増加し、359 億 54

百万円となりました。 

 

（３）利益配分に関する基本方針および当期・次期の配当 

当行は、銀行業としての公共性に鑑み、健全経営確保の観点から適正な内部留保の充実に努めるとともに、

安定配当の継続実施を配当政策の基本的な方針としております。 

当行の剰余金の配当は、中間配当および期末配当の年２回を基本的な方針としておりますが、配当の決定機

関は、中間配当は取締役会、期末配当は株主総会であります。 

当期の配当につきましては、上記の方針に基づき１株当たり３円00銭の期末配当金とし、中間配当金１株当

たり２円50銭と合わせて５円50銭とさせていただく予定であります。 

内部留保資金につきましては、顧客サービスの向上、経営効率化のための投資等に充当し、経営基盤の一層

の強化と業績の向上に役立てる所存であります。 

なお、次期以降につきましても、上記の方針に則り適切な利益配分を行ってまいります。 

 

２．経 営 方 針   

（１）当行の経営の基本方針 

当行は、「経営理念」、「当行のめざす銀行像」および「経営の基本方針」を、次のとおり掲げております。 

＜経営理念＞ 

「当行は、お客さまと株主の皆さまおよび従業員の幸福と繁栄のために全力を尽くします。」 

＜当行のめざす銀行像＞ 

① 必要とされ選ばれる銀行～長野県のマザーバンク～ 

② 信頼され、親しまれ、相談に乗れる、存在感のある銀行～お客さま満足度Ｎｏ．１～ 

③ 堅実経営の銀行～株主魅力度Ｎｏ．１～ 

④ 生き生きとした、明るく、働きがいのある銀行～従業員幸福度Ｎｏ．１～ 

⑤ 地域とともに歩む銀行～地域貢献度Ｎｏ．１～ 

＜経営の基本方針＞ 

① コンプライアンス重視の企業風土を醸成し、社会的責任と公共的使命を果たす。 

② 「収益力の強化」、「リスク管理の徹底」および「業務の効率化」に努め、財務体質の強化を図る。 

③ 地域の銀行として地域密着型金融の機能強化を図り、お客さまの期待に応える。 

④ 職場環境の改善を図り、明るく働きやすい職場の実現に努める。 

⑤ 人材の育成を図り、人的資源のレベルアップに努める。 

 

（２）中長期的な経営戦略および目標とする経営指標 

当行は、平成25年４月より第９次長期経営計画「考働派」をスタートさせました。第９次長期経営計画「考
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働派」とは、当行の現状をしっかりと認識し、当行を発展させるには、どうしたら良いか常に真剣に考え、そ

の考えたところに向かって行動することを「考働」と捉え、一人ひとりが「考働派」となり、当行の経営理念

であるお客さま、株主の皆さま、および従業員の幸福と繁栄のために全力を尽くす意を込めています。第９次

長期経営計画「考働派」の主要戦略および経営指標の目標は次のとおりです。 

＜主要戦略＞ 

① 人材の活性化・人材投資育成 

② 地域密着型金融・コンサルティング機能の強化 

③ 預金量等規模を拡大するための積極的な施策 

④ 業務プロセスの効率化・ローコストオペレーションの推進 

＜経営指標の目標＞ 

項  目 平成28年３月期 

預 金 量 １兆円 

当 期 純 利 益 15億円 

コ ア 資 本 比 率 （ 新 基 準 ） 10.0％程度 

 

（３）当行が対処すべき課題 

当行は、コンプライアンス重視の企業風土の醸成に取り組んでまいりましたが、平成26年４月に行員による

現金着服等の不祥事件が発覚いたしました。このことをお客さまの信頼を損ねる重大な事態として厳粛に受け

止め、不正防止プロジェクトチームを設置するとともに、再発防止策を策定し、実施いたしました。今後も全

役職員が一丸となって、内部管理態勢およびコンプライアンス態勢の強化に取り組むことにより、お客さまの

信頼回復に努めてまいります。 

また、当行を取り巻く環境は、市場金利の低下や他行競合を要因とした貸出金利の低下、預金金利の高止ま

り等、厳しさを増しております。このような中、平成 26 年 12 月に閣議決定された「まち・ひと・しごと創生

総合戦略」において、国から各地方公共団体には地域の特性に合った長期ビジョンおよび総合戦略の策定が求

められており、地域金融機関に対しても、総合戦略の策定および実行への協力が求められていることから、今

まで以上に地域への関与・貢献を行わなければならない状況にあります。 

以上のことを踏まえ、当行は、金融サービス業を通じ、お客さま、株主、従業員、地域から必要とされ選ば

れる銀行、長野県のマザーバンクをめざすべく、人材の活性化・人材投資育成、地域密着型金融・コンサルテ

ィング機能の強化、業務プロセスの効率化に努めていく方針でございます。 

皆さまにおかれましては、今後ともなお一層のご支援、ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。 

 

３．会計基準の選択に関する基本的な考え方 

当行グループの業務は、現在日本国内に限定されていることから、当面は日本基準に基づき連結財務諸表を

作成する方針であります。 

なお、今後につきましては、国内外の情勢を考慮の上、適切に対応していく方針であります。 
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４．連結財務諸表

（１）連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当連結会計年度
(平成27年３月31日)

資産の部

現金預け金 38,625 40,136

コールローン及び買入手形 21,205 30,120

商品有価証券 4 -

有価証券 413,829 423,347

貸出金 592,937 596,696

外国為替 663 1,054

リース債権及びリース投資資産 11,227 11,759

その他資産 3,951 4,182

有形固定資産 10,158 10,077

建物 3,211 3,079

土地 6,278 6,278

建設仮勘定 1 -

その他の有形固定資産 666 719

無形固定資産 1,390 1,286

ソフトウエア 1,160 1,057

その他の無形固定資産 230 229

退職給付に係る資産 - 721

繰延税金資産 149 110

支払承諾見返 1,774 1,701

貸倒引当金 △11,759 △10,516

資産の部合計 1,084,159 1,110,678

負債の部

預金 1,003,428 1,017,604

譲渡性預金 170 2,750

借用金 5,301 5,399

社債 10,000 5,300

新株予約権付社債 3,000 2,997

その他負債 8,473 7,512

賞与引当金 419 404

退職給付に係る負債 709 410

役員退職慰労引当金 13 12

睡眠預金払戻損失引当金 52 71

偶発損失引当金 200 214

繰延税金負債 3,036 6,603

支払承諾 1,774 1,701

負債の部合計 1,036,580 1,050,984
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当連結会計年度
(平成27年３月31日)

純資産の部

資本金 13,000 13,001

資本剰余金 9,663 9,665

利益剰余金 16,437 19,042

自己株式 △771 △795

株主資本合計 38,329 40,913

その他有価証券評価差額金 8,664 17,967

退職給付に係る調整累計額 78 260

その他の包括利益累計額合計 8,743 18,228

新株予約権 83 111

少数株主持分 423 440

純資産の部合計 47,579 59,693

負債及び純資産の部合計 1,084,159 1,110,678
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 平成25年４月１日
　至 平成26年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成26年４月１日
　至 平成27年３月31日)

経常収益 24,095 23,516

資金運用収益 15,749 16,125

貸出金利息 11,022 10,593

有価証券利息配当金 4,634 5,430

コールローン利息及び買入手形利息 47 51

預け金利息 38 49

その他の受入利息 6 1

役務取引等収益 1,406 1,258

その他業務収益 6,562 5,782

その他経常収益 377 349

償却債権取立益 5 2

その他の経常収益 372 347

経常費用 20,114 20,788

資金調達費用 1,359 1,426

預金利息 985 1,052

譲渡性預金利息 1 2

コールマネー利息及び売渡手形利息 0 0

借用金利息 54 56

社債利息 315 312

その他の支払利息 1 1

役務取引等費用 1,279 1,436

その他業務費用 4,416 4,747

営業経費 10,880 11,069

その他経常費用 2,177 2,109

貸倒引当金繰入額 1,777 1,812

その他の経常費用 399 296

経常利益 3,981 2,728

特別利益 390 -

固定資産処分益 0 -

負ののれん発生益 390 -

特別損失 32 21

固定資産処分損 22 16

減損損失 9 5

税金等調整前当期純利益 4,340 2,706

法人税、住民税及び事業税 1,379 313

法人税等調整額 368 △327

法人税等合計 1,748 △13

少数株主損益調整前当期純利益 2,591 2,719

少数株主利益 110 17

当期純利益 2,481 2,702
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連結包括利益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 平成25年４月１日
　至 平成26年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成26年４月１日
　至 平成27年３月31日)

少数株主損益調整前当期純利益 2,591 2,719

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 11 9,303

退職給付に係る調整額 - 181

その他の包括利益合計 11 9,484

包括利益 2,603 12,204

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 2,493 12,187

少数株主に係る包括利益 110 17

決算短信 （宝印刷）  2015年05月09日 09時57分 4ページ （Tess 1.40(64) 20150116_01）

-8-

㈱長野銀行（8521）平成27年3月期決算短信



（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度(自 平成25年４月１日 至 平成26年３月31日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 13,000 9,663 14,453 △773 36,344

当期変動額

新株の発行 ―

剰余金の配当 △494 △494

当期純利益 2,481 2,481

自己株式の取得 △3 △3

自己株式の処分 △2 5 2

株主資本以外の項目

の当期変動額（純額）

当期変動額合計 ― ― 1,983 1 1,985

当期末残高 13,000 9,663 16,437 △771 38,329

その他の包括利益累計額

新株予約権 少数株主持分 純資産合計その他有価証券評

価差額金

退職給付に係る調

整累計額

その他の包括利益

累計額合計

当期首残高 8,652 ― 8,652 61 1,830 46,888

当期変動額

新株の発行 ―

剰余金の配当 △494

当期純利益 2,481

自己株式の取得 △3

自己株式の処分 2

株主資本以外の項目

の当期変動額（純額）
11 78 90 21 △1,406 △1,293

当期変動額合計 11 78 90 21 △1,406 691

当期末残高 8,664 78 8,743 83 423 47,579
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当連結会計年度(自 平成26年４月１日 至 平成27年３月31日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 13,000 9,663 16,437 △771 38,329

会計方針の変更による

累積的影響額
398 398

会計方針の変更を反映

した当期首残高
13,000 9,663 16,835 △771 38,727

当期変動額

新株の発行 1 1 3

剰余金の配当 △494 △494

当期純利益 2,702 2,702

自己株式の取得 △24 △24

自己株式の処分 △0 0 0

株主資本以外の項目

の当期変動額（純額）

当期変動額合計 1 1 2,207 △23 2,186

当期末残高 13,001 9,665 19,042 △795 40,913

その他の包括利益累計額

新株予約権 少数株主持分 純資産合計その他有価証券評

価差額金

退職給付に係る調

整累計額

その他の包括利益

累計額合計

当期首残高 8,664 78 8,743 83 423 47,579

会計方針の変更による

累積的影響額
398

会計方針の変更を反映

した当期首残高
8,664 78 8,743 83 423 47,977

当期変動額

新株の発行 3

剰余金の配当 △494

当期純利益 2,702

自己株式の取得 △24

自己株式の処分 0

株主資本以外の項目

の当期変動額（純額）
9,303 181 9,484 27 17 9,529

当期変動額合計 9,303 181 9,484 27 17 11,715

当期末残高 17,967 260 18,228 111 440 59,693
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 平成25年４月１日
　至 平成26年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成26年４月１日
　至 平成27年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 4,340 2,706

減価償却費 806 828

減損損失 9 5

負ののれん発生益 △390 -

貸倒引当金の増減（△） △509 △1,243

賞与引当金の増減額（△は減少） 65 △14

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） - △110

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △142 △1

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 1 △0

睡眠預金払戻損失引当金の増減（△） 5 19

偶発損失引当金の増減（△） 40 14

資金運用収益 △15,749 △16,125

資金調達費用 1,359 1,426

有価証券関係損益（△） △1,449 △298

為替差損益（△は益） △9 △12

固定資産処分損益（△は益） 22 16

貸出金の純増（△）減 △7,846 △3,758

預金の純増減（△） 44,338 14,176

譲渡性預金の純増減（△） △130 2,580

借用金（劣後特約付借入金を除く）の純増
減（△）

408 98

コールローン等の純増（△）減 17,182 △8,914

預け金（日銀預け金を除く）の純増（△）
減

△1,918 1,493

外国為替（資産）の純増（△）減 548 △391

外国為替（負債）の純増減（△） △3 -

リース債権及びリース投資資産の純増（△）
減

△903 △531

資金運用による収入 16,102 16,671

資金調達による支出 △1,567 △1,131

その他 3,180 278

小計 57,790 7,778

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △233 △2,151

営業活動によるキャッシュ・フロー 57,557 5,626

投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券の取得による支出 △88,631 △41,815

有価証券の売却による収入 37,291 17,960

有価証券の償還による収入 13,464 27,104

有形固定資産の取得による支出 △393 △388

有形固定資産の売却による収入 2 1

無形固定資産の取得による支出 △275 △277

子会社株式の取得による支出 △6 -

投資活動によるキャッシュ・フロー △38,547 2,584
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(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 平成25年４月１日
　至 平成26年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成26年４月１日
　至 平成27年３月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

劣後特約付社債及び新株予約権付社債の発
行による収入

2,978 -

劣後特約付社債及び新株予約権付社債の償
還による支出

- △4,700

配当金の支払額 △494 △495

少数株主への払戻による支出 △1,000 -

少数株主への配当金の支払額 △120 △0

自己株式の取得による支出 △3 △24

自己株式の売却による収入 0 0

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,360 △5,220

現金及び現金同等物に係る換算差額 9 12

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 20,378 3,004

現金及び現金同等物の期首残高 12,571 32,949

現金及び現金同等物の期末残高 32,949 35,954
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（５）継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。 

 

（６）会計方針の変更 

（「退職給付に関する会計基準」等の適用） 

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」という。）及び「退

職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成27年３月26日。以下「退職給付適用指針」とい

う。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた定めについて当連結会計年度より適

用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準

へ変更するとともに、割引率の決定方法についても、従業員の平均残存勤務期間に近似した年数に基づく割引率から、退職

給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更しております。 

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な扱いに従って、当連結会計年度の期首

において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減しております。 

この結果、当連結会計年度の期首の退職給付に係る資産が307百万円増加、退職給付に係る負債が307百万円減少し、利

益剰余金が398百万円増加しております。また、当連結会計年度の経常利益及び税金等調整前当期純利益はそれぞれ32百万

円減少しております。 

 

（７）連結財務諸表に関する注記事項 

（セグメント情報等） 

【セグメント情報】 

１．報告セグメントの概要 

当行グループの報告セグメントは、当行グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、

経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

当行グループは、当行及び子会社３社（平成27年３月31日現在）で構成され、銀行業務を中心に、リース業務などの金

融サービスに係る事業を行っております。 

従いまして、当行グループは、連結会社のサービス別のセグメントから構成されており、「銀行業務」、「リース業務」の

２つを報告セグメントとしております。 

「銀行業務」は、預金業務、貸出業務、有価証券投資業務、為替業務等を行っております。なお、「銀行業務」には、当

行の銀行業務と銀行業務の補完として行っている子会社の銀行事務代行業務、信用保証業務及びクレジットカード業務を集

約しております。 

「リース業務」は、子会社においてリース業務を行っております。 

２．報告セグメントごとの経常収益及び利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法 

報告されている事業セグメントの会計処理方法は、連結財務諸表の作成方法と概ね同一であります。 

セグメント間の内部経常収益は、第三者間取引価格に基づいております。 
 
３．報告セグメントごとの経常収益及び利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報 

 当連結会計年度（自 平成26年４月１日  至 平成27年３月31日） 

    (単位：百万円)

 報告セグメント 
調整額 

連結財務 
諸表計上額  銀行業務 リース業務 計 

経常収益  

 外部顧客に対する 
 経常収益 

18,318 5,197 23,516 ― 23,516

 セグメント間の内部 
 経常収益 

95 121 216 △ 216 ─

計 18,414 5,319 23,733 △ 216 23,516

セグメント利益 2,579 151 2,731 △ 2 2,728

セグメント資産 1,104,911 14,699 1,119,611 △ 8,933 1,110,678

セグメント負債 1,046,970 12,330 1,059,301 △ 8,317 1,050,984

その他の項目  

  減価償却費 766 62 828 ─ 828

  資金運用収益 16,212 0 16,213 △ 87 16,125

  資金調達費用 1,384 132 1,516 △ 90 1,426

  有形固定資産及び無形 
  固定資産の増加額 

647 18 666 ─ 666

（注）１ 一般企業の売上高に代えて、それぞれ経常収益を記載しております。 

２ 調整額は、以下のとおりであります。 

   (1)セグメント利益の調整額△ 2百万円は、セグメント間取引消去であります。 
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   (2)セグメント資産の調整額△ 8,933百万円は、セグメント間取引消去であります。 

   (3)セグメント負債の調整額△ 8,317百万円は、セグメント間取引消去であります。 

   (4)資金運用収益の調整額△ 87百万円は、セグメント間取引消去であります。 

   (5)資金調達費用の調整額△ 90百万円は、セグメント間取引消去であります。 

３ セグメント利益は、連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。 
 
 

【関連情報】 

当連結会計年度（自 平成26年４月１日  至 平成27年３月31日） 

１．サービスごとの情報 

(単位：百万円) 

 貸出 有価証券投資 リース その他 合計 

外部顧客に対する 
経常収益 

10,684 5,746 5,105 1,980 23,516

（注）一般企業の売上高に代えて、経常収益を記載しております。 

 

２．地域ごとの情報 

（１）経常収益 

当行グループは、本邦の外部顧客に対する経常収益に区分した金額が連結損益計算書の経常収益の90％を超えるため、記

載を省略しております。 

（２）有形固定資産 

当行グループは、本邦に所在している有形固定資産の金額が連結貸借対照表の有形固定資産の金額の 90％を超えるため、

記載を省略しております。 

 

３．主要な顧客ごとの情報 

特定の顧客に対する経常収益で連結損益計算書の経常収益の10％以上を占めるものがないため、記載を省略しております。 

 

 

【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】 

当連結会計年度(自 平成26年４月１日  至 平成27年３月31日) 

   (単位:百万円) 

 報告セグメント 

 銀行業務 リース業務 計 

減損損失 5 ─ 5 

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】 

該当事項はありません。 

 

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】 

該当事項はありません。 
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（１株当たり情報） 

 

  前連結会計年度 当連結会計年度 
  （自 平成25年４月 １日 （自 平成26年４月 １日 
  至 平成26年３月31日） 至 平成27年３月31日） 

１株当たり純資産額 円 523.38 658.33 

１株当たり当期純利益金額 円 27.58 30.05 

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額 円 27.42 25.51 

（注）１．１株当たり純資産額並びに１株当たり当期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額の算定上の基

礎は、次のとおりであります。 

（１）１株当たり純資産額 

  前連結会計年度 当連結会計年度 
  （平成26年３月31日） （平成27年３月31日） 

純資産の部の合計額 百万円 47,579 59,693 

純資産の部の合計額から控除する金額 百万円 507 552 

 （うち新株予約権） 百万円 83 111 

 （うち少数株主持分） 百万円 423 440 

普通株式に係る期末の純資産額 百万円 47,072 59,141 

１株当たり純資産額の算定に用いられた 

期末の普通株式の数 
千株 89,938 89,835 

（２）１株当たり当期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額 

  前連結会計年度 当連結会計年度 
  （自 平成25年４月１日 （自 平成26年４月 １日 
  至 平成26年３月31日） 至 平成27年３月31日）

１株当たり当期純利益金額   

 当期純利益 百万円 2,481 2,702 

 普通株主に帰属しない金額 百万円 － － 

 普通株式に係る当期純利益 百万円 2,481 2,702 

 普通株式の期中平均株式数 千株 89,944 89,918 

   

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額   

 当期純利益調整額 百万円 － － 

 普通株式増加数 千株 525 15,979 

  うち新株予約権 千株 525 674 

  うち新株予約権付社債 千株 － 15,304 

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり当期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式

の概要 

── ── 

 

（重要な後発事象） 

該当ありません。 
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５．個別財務諸表

（１）貸借対照表

(単位：百万円)

前事業年度
(平成26年３月31日)

当事業年度
(平成27年３月31日)

資産の部

現金預け金 38,399 39,915

現金 12,717 10,108

預け金 25,681 29,807

コールローン 21,205 30,120

商品有価証券 4 -

商品国債 3 -

商品地方債 1 -

有価証券 420,428 424,326

国債 141,699 122,916

地方債 58,479 60,268

社債 137,637 132,918

株式 19,495 17,927

その他の証券 63,116 90,295

貸出金 594,336 603,078

割引手形 5,693 5,670

手形貸付 47,199 44,877

証書貸付 488,953 500,864

当座貸越 52,490 51,666

外国為替 663 1,054

外国他店預け 615 1,016

取立外国為替 47 37

その他資産 2,042 2,482

前払費用 50 51

未収収益 1,391 1,258

金融派生商品 1 6

その他の資産 599 1,166

有形固定資産 9,783 9,692

建物 2,997 2,873

土地 6,219 6,218

リース資産 82 104

建設仮勘定 1 -

その他の有形固定資産 483 495

無形固定資産 1,267 1,183

ソフトウエア 1,027 892

リース資産 11 62

その他の無形固定資産 228 227

前払年金費用 - 393

支払承諾見返 1,774 1,701

貸倒引当金 △8,316 △10,001

投資損失引当金 △1,667 -

資産の部合計 1,079,921 1,103,948
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(単位：百万円)

前事業年度
(平成26年３月31日)

当事業年度
(平成27年３月31日)

負債の部

預金 1,008,026 1,020,504

当座預金 27,938 33,517

普通預金 262,043 254,727

貯蓄預金 12,644 12,292

通知預金 13,542 10,816

定期預金 682,596 700,071

定期積金 7,587 7,089

その他の預金 1,673 1,989

譲渡性預金 170 2,750

借用金 2,218 1,878

借入金 2,218 1,878

社債 10,000 5,300

新株予約権付社債 3,000 2,997

その他負債 5,368 4,509

未払法人税等 1,237 -

未払費用 691 928

前受収益 374 351

従業員預り金 222 219

給付補填備金 1 1

金融派生商品 0 6

リース債務 93 166

資産除去債務 127 128

その他の負債 2,618 2,707

賞与引当金 406 394

退職給付引当金 814 448

睡眠預金払戻損失引当金 52 71

偶発損失引当金 200 214

繰延税金負債 2,993 6,480

支払承諾 1,774 1,701

負債の部合計 1,035,025 1,047,249

純資産の部

資本金 13,000 13,001

資本剰余金 9,663 9,665

資本準備金 9,663 9,665

利益剰余金 14,256 16,748

利益準備金 3,129 3,228

その他利益剰余金 11,126 13,520

別途積立金 5,997 5,997

繰越利益剰余金 5,129 7,522

自己株式 △771 △795

株主資本合計 36,148 38,619

その他有価証券評価差額金 8,664 17,967

評価・換算差額等合計 8,664 17,967

新株予約権 83 111

純資産の部合計 44,896 56,698

負債及び純資産の部合計 1,079,921 1,103,948
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（２）損益計算書

(単位：百万円)
前事業年度

(自 平成25年４月１日
　至 平成26年３月31日)

当事業年度
(自 平成26年４月１日
　至 平成27年３月31日)

経常収益 19,086 18,072

資金運用収益 15,695 16,108

貸出金利息 10,964 10,570

有価証券利息配当金 4,638 5,435

コールローン利息 47 51

預け金利息 38 49

金利スワップ受入利息 5 -

その他の受入利息 1 1

役務取引等収益 1,432 1,285

受入為替手数料 538 526

その他の役務収益 894 759

その他業務収益 1,580 330

外国為替売買益 31 30

国債等債券売却益 1,453 300

国債等債券償還益 95 -

その他経常収益 377 347

償却債権取立益 5 2

株式等売却益 96 5

その他の経常収益 275 340

経常費用 15,453 15,560

資金調達費用 1,311 1,378

預金利息 985 1,052

譲渡性預金利息 1 2

コールマネー利息 0 0

借用金利息 2 2

社債利息 315 312

金利スワップ支払利息 0 0

その他の支払利息 5 7

役務取引等費用 1,352 1,497

支払為替手数料 94 92

その他の役務費用 1,258 1,404

その他業務費用 131 0

商品有価証券売買損 0 0

国債等債券売却損 79 -

国債等債券償還損 51 -

営業経費 10,454 10,626

その他経常費用 2,204 2,057

貸倒引当金繰入額 1,336 1,225

株式等売却損 0 -

株式等償却 64 7

その他の経常費用 803 825

経常利益 3,632 2,511
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(単位：百万円)
前事業年度

(自 平成25年４月１日
　至 平成26年３月31日)

当事業年度
(自 平成26年４月１日
　至 平成27年３月31日)

特別利益 0 -

固定資産処分益 0 -

特別損失 31 12

固定資産処分損 22 7

減損損失 9 5

税引前当期純利益 3,601 2,498

法人税、住民税及び事業税 1,325 275

法人税等調整額 298 △365

法人税等合計 1,623 △89

当期純利益 1,977 2,588
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（３）株主資本等変動計算書

前事業年度(自 平成25年４月１日 至 平成26年３月31日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

資本準備金 資本剰余金合計 利益準備金
その他利益剰余金

利益剰余金合計
別途積立金 繰越利益剰余金

当期首残高 13,000 9,663 9,663 3,030 5,997 3,747 12,775

当期変動額

新株の発行

剰余金の配当 98 △593 △494

当期純利益 1,977 1,977

自己株式の取得

自己株式の処分 △2 △2

株主資本以外の項目

の当期変動額（純額）

当期変動額合計 ― ― ― 98 ― 1,381 1,480

当期末残高 13,000 9,663 9,663 3,129 5,997 5,129 14,256

株主資本 評価・換算差額等

新株予約権 純資産合計
自己株式 株主資本合計

その他有価証券

評価差額金

評価・換算差額

等合計

当期首残高 △773 34,666 8,652 8,652 61 43,380

当期変動額

新株の発行 ― ―

剰余金の配当 △494 △494

当期純利益 1,977 1,977

自己株式の取得 △3 △3 △3

自己株式の処分 5 2 2

株主資本以外の項目

の当期変動額（純額）
11 11 21 33

当期変動額合計 1 1,481 11 11 21 1,515

当期末残高 △771 36,148 8,664 8,664 83 44,896
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当事業年度(自 平成26年４月１日 至 平成27年３月31日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

資本準備金 資本剰余金合計 利益準備金
その他利益剰余金

利益剰余金合計
別途積立金 繰越利益剰余金

当期首残高 13,000 9,663 9,663 3,129 5,997 5,129 14,256

会計方針の変更によ

る累積的影響額
398 398

会計方針の変更を反映

した当期首残高
13,000 9,663 9,663 3,129 5,997 5,527 14,654

当期変動額

新株の発行 1 1 1

剰余金の配当 98 △593 △494

当期純利益 2,588 2,588

自己株式の取得

自己株式の処分 △0 △0

株主資本以外の項目

の当期変動額（純額）

当期変動額合計 1 1 1 98 ― 1,995 2,093

当期末残高 13,001 9,665 9,665 3,228 5,997 7,522 16,748

株主資本 評価・換算差額等

新株予約権 純資産合計
自己株式 株主資本合計

その他有価証券

評価差額金

評価・換算差額

等合計

当期首残高 △771 36,148 8,664 8,664 83 44,896

会計方針の変更によ

る累積的影響額
398 398

会計方針の変更を反映

した当期首残高
△771 36,546 8,664 8,664 83 45,294

当期変動額

新株の発行 3 3

剰余金の配当 △494 △494

当期純利益 2,588 2,588

自己株式の取得 △24 △24 △24

自己株式の処分 0 0 0

株主資本以外の項目

の当期変動額（純額）
9,303 9,303 27 9,331

当期変動額合計 △23 2,073 9,303 9,303 27 11,404

当期末残高 △795 38,619 17,967 17,967 111 56,698
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６．そ の 他  

 

役員の異動 

取締役の異動 

（１）新任取締役候補 

   平成２７年６月２５日開催の定時株主総会をもって選任の予定であります。 

取締役       内 川 博 文   ［現 諏訪支店長］ 

取締役       西 澤 仁 志   ［現 証券国際部副部長］ 

非常勤社外取締役  二 木 馨 三   ［現 サンリン㈱相談役］ 

 

（２）退任予定取締役 

平成２７年６月２５日開催の定時株主総会をもって退任の予定であります。 

常務取締役     金 子 英 雄   ［㈱ながぎんリース代表取締役社長に就任予定］ 

 

（３）昇格予定取締役 

平成２７年６月２５日開催の定時株主総会後の取締役会において昇格の予定であります。 

常務取締役     丸 山 佳 成   ［現 取締役本店営業部長］ 
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株 式 会 社 長  野  銀  行 

 

 

 

 

 

 

 

平 成 ２ ６ 年 度 

決 算 説 明 資 料 
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Ⅰ 平成２６年度決算の概況 

１．損 益 状 況 

〔単 体〕                                （単位：百万円） 

 平成２７年３月期 
   

平成２６年３月期 
平成２６年３月期比 

業 務 粗 利 益 14,848  △ 1,065   15,913  

 （ 除 く 国 債 等 債 券 損 益 ） 14,548  53   14,495  

 国 内 業 務 粗 利 益 14,576  △ 1,048   15,624  

  資 金 利 益 14,496  360   14,136  

  役 務 取 引 等 利 益 △ 220  △ 290   70  

  そ の 他 業 務 利 益 300  △ 1,117   1,417  

国 際 業 務 粗 利 益 271  △ 18   289  

  資 金 利 益 232  △ 15   247  

  役 務 取 引 等 利 益 8  △ 1   9  

  そ の 他 業 務 利 益 30  △ 1   31  

経 費 ( 除 く 臨 時 費 用 分 ) 10,657  179   10,478  

 人 件 費 5,295  2   5,293  

 物 件 費 4,805  100   4,705  

 税 金 555  76   479  

実 質 業 務 純 益 4,191  △ 1,243   5,434  

 コ ア 業 務 純 益 3,890  △ 126   4,016  

一 般 貸 倒 引 当 金 繰 入 額 ① △ 273  △ 518   245  

業 務 純 益 4,464  △ 725   5,189  

 うち国債等債券損益(５勘定尻) 300  △ 1,118   1,418  

臨 時 損 益 △ 1,952  △ 395  △ 1,557  

 株 式 等 損 益 ( ３ 勘 定 尻 ) △ 1  △ 32   31  

 不 良 債 権 処 理 額 ② 1,528  352   1,176  

  貸 出 金 償 却 －  －   －  

  個別貸倒引当金純繰入額 1,498  407   1,091  

  偶発損失引当金純繰入額 14  △ 26   40  

  債 権 売 却 損 等 16  △ 27   43  

貸 倒 引 当 金 戻 入 益 －  －   －  

償 却 債 権 取 立 益 ③ 2  △ 3   5  

そ の 他 臨 時 損 益 △ 423  △ 6  △ 417  

経 常 利 益 2,511  △ 1,121   3,632  

特 別 損 益 △ 12  19  △ 31  

 固 定 資 産 処 分 損 益 △ 7  14  △ 21  

  固 定 資 産 処 分 益 －  △ 0   0  

  固 定 資 産 処 分 損 7  △ 15   22  

固 定 資 産 の 減 損 損 失 5  △ 4   9  

そ の 他 特 別 損 益 －  －   －  

税 引 前 当 期 純 利 益 2,498  △ 1,103   3,601  

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 275  △ 1,050   1,325  

法 人 税 等 調 整 額 △ 365  △ 663   298  

当 期 純 利 益 2,588  611   1,977  

     

与 信 関 係 費 用 （ ① ＋ ② － ③ ） 1,253  △ 162   1,415  

（注）１．金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。 

   ２ 実質業務純益＝「業務粗利益－経費」 

＝「業務純益＋一般貸倒引当金繰入額」 

     コア業務純益＝「業務粗利益－経費－国債等債券損益」 

＝「業務純益＋一般貸倒引当金繰入額－国債等債券損益」 
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〔連 結〕                                       （単位：百万円） 

 
平成２７年３月期 

   
平成２６年３月期 

平成２６年３月期比 

連 結 粗 利 益 15,557  △ 1,105   16,662  

 資 金 利 益 14,699  310   14,389  

役 務 取 引 等 利 益 △ 177  △ 303   126  

そ の 他 業 務 利 益 1,035  △ 1,110   2,145  

営 業 経 費 11,069  189   10,880  

貸 倒 償 却 引 当 費 用 1,816  36   1,780  

 貸 出 金 償 却 4  2   2  

個 別 貸 倒 引 当 金 繰 入 額 2,109  465   1,644  

一 般 貸 倒 引 当 金 繰 入 額 △ 297  △ 430   133  

株 式 等 関 係 損 益 △ 1  △ 32   31  

そ の 他 59  109  △ 50  

経 常 利 益 2,728  △ 1,253   3,981  

特 別 損 益 △ 21  △ 379   358  

税 金 等 調 整 前 当 期 純 利 益 2,706  △ 1,634   4,340  

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 313  △ 1,066   1,379  

法 人 税 等 調 整 額 △ 327  △ 695   368  

少 数 株 主 利 益 17  △ 93   110  

当 期 純 利 益 2,702  221   2,481  

（注）連結粗利益＝（資金運用収益－資金調達費用）＋（役務取引等収益－役務取引等費用）＋（その他業務収益 

         －その他業務費用） 

〔連結対象会社数〕                                       （社） 

連 結 子 会 社 数  ３  △ １   4  

 

２．業 務 純 益〔単 体〕 

                                （単位：百万円） 

 

 
平成２７年３月期 

   
平成２６年３月期 

平成２６年３月期比 

(1)実 質 業 務 純 益  4,191  △ 1,243   5,434  

 職員一人当たり（千円）  6,321  △ 1,544   7,865  

(2)業 務 純 益  4,464  △ 725   5,189  

 職員一人当たり（千円）  6,733  △ 777   7,510  

（注）職員一人当たり計数は、期中平均人員により算出しております。 

平成２７年３月期 663 人  平成２６年３月期 691 人 

 

３．利 鞘〔単 体〕 

（１）全 店 

                                                                             （単位：％） 
 

平成２７年３月期 
   

平成２６年３月期 
平成２６年３月期比 

(１) 資 金 運 用 利 回 （Ａ）  1.55  0.01   1.54  

 (イ)  貸 出 金 利 回 （Ｂ）  1.79  △ 0.09   1.88  

 (ロ)  有価証券利回   1.33  0.14   1.19  

(２) 資 金 調 達 原 価 （Ｃ）  1.17  △ 0.02   1.19  

 預 金 等 原 価 （Ｄ）  1.16  △ 0.01   1.17  

  預 金 等 利 回   0.10  0.00   0.10  

  経 費 率   1.05  △ 0.02   1.07  

(３) 総 資 金 利 鞘 (A)－(C)  0.38  0.03   0.35  

 預 貸 金 利 鞘 (B)－(D)  0.63  △ 0.08   0.71  
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（２）国内業務部門 

                                                                             （単位：％） 
 

平成２７年３月期 
   

平成２６年３月期 
平成２６年３月期比 

(１) 資 金 運 用 利 回 （Ａ）  1.53  0.01   1.52  

 (イ)  貸 出 金 利 回 （Ｂ）  1.79  △ 0.09   1.88  

 (ロ)  有価証券利回   1.34  0.17   1.17  

(２) 資 金 調 達 原 価 （Ｃ）  1.16  △ 0.02   1.18  

 預 金 等 原 価 （Ｄ）  1.15  △ 0.02   1.17  

  預 金 等 利 回   0.10  0.00   0.10  

  経 費 率   1.05  △ 0.02   1.07  

(３) 総 資 金 利 鞘 (A)－(C)  0.37  0.03   0.34  

 預 貸 金 利 鞘 (B)－(D)  0.64  △ 0.07   0.71  

 

４．有価証券関係損益〔単 体〕 

                                                                          （単位：百万円） 
 

平成２７年３月期 
   

平成２６年３月期 
平成２６年３月期比 

国債等債券損益（５勘定尻） 300  △ 1,118   1,418  

 売 却 益 300  △ 1,153   1,453  

 償 還 益 －  △ 95   95  

 売 却 損 （△） －  △ 79   79  

 償 還 損 （△） －  △ 51   51  

 償   却 （△） －  －   －  

株 式 等 損 益（３勘定尻） △ 1  △ 32   31  

 売 却 益 5  △ 91   96  

 売 却 損 （△） －  △ 0   0  

 償   却 （△） 7  △ 57   64  

 

５．自己資本比率（国内基準） 

 
〔単 体〕                                  （単位：百万円） 

 

 

平成２７年３月末 
平成26年9月末 平成26年3月末

〔速報値〕 平成26年9月末比 平成26年3月末比

①自己資本比率（ ②／③ ） 10.95 % △ 1.01 % △ 0.72 % 11.96 % 11.67 %

②単体における自己資本の額 48,945 △ 4,103 △ 2,733 53,048  51,678

③リスク・アセットの額 446,910 3,638 4,379 443,272  442,531

④単体所要自己資本額（③×４％） 17,876 146 175 17,730  17,701

 
 

〔連 結〕                                  （単位：百万円） 

 

 

平成２７年３月末 
平成26年9月末 平成26年3月末

〔速報値〕 平成26年9月末比 平成26年3月末比

①連結自己資本比率（ ②／③ ） 11.28 % △ 1.20 % △ 0.90 % 12.48 % 12.18 %

②連結における自己資本の額 51,754 △ 4,080 △ 2,680 55,834  54,434

③リスク・アセットの額 458,679 11,378 11,821 447,301  446,858

④連結所要自己資本額（③×４％） 18,347 455 473 17,892  17,874
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６．有価証券の評価損益 

（１）有価証券の評価基準 

売 買 目 的 有 価 証 券 時価法（評価差額を損益処理） 

満 期 保 有 目 的 有 価 証 券 償却原価法 

そ の 他 有 価 証 券 時価法（評価差額を全部純資産直入） 

子会社株式及び関連会社株式 原価法 

 

 

（２）評価損益 
 

   〔単 体〕                                                                  （単位：百万円） 

 

平成２７年３月末 平成２６年３月末 

評価損益 

 

 

 

評価損益 

 

評価益 評価損 評価益 評価損 
前期比 

 満期保有目的 △ 161 △ 161 31 193 － － －

子会社等株式 － － － － － － －

 その他有価証券 26,143 12,939 26,449 305 13,204 14,076 872

  株式 7,369 4,072 7,414 44 3,297 3,396 98

 債券 12,374 3,277 12,481 107 9,097 9,215 117

その他 6,400 5,591 6,553 153 809 1,464 655

合 計 25,982 12,778 26,480 498 13,204 14,076 872

株式 7,369 4,072 7,414 44 3,297 3,396 98

債券 12,403 3,306 12,512 108 9,097 9,215 117

その他 6,208 5,399 6,553 345 809 1,464 655

（注）１．「その他有価証券」については、時価評価しておりますので、上記の表上は、貸借対照表価額と取得価額との
差額を計上しております。 

   ２．有価証券の評価は、期末日の時価に基づいております。 

  

  〔連 結〕                                                                 （単位：百万円） 

 

平成２７年３月末 平成２６年３月末 

評価損益 

 

 

 

評価損益 

 

評価益 評価損 評価益 評価損 
前期比 

 満期保有目的 △ 161 △ 161 31 193 － － －

 その他有価証券 26,143 12,939 26,449 305 13,204 14,076 872

  株式 7,369 4,072 7,414 44 3,297 3,396 98

 債券 12,374 3,277 12,481 107 9,097 9,215 117

その他 6,400 5,591 6,553 153 809 1,464 655

合 計 25,982 12,778 26,480 498 13,204 14,076 872

株式 7,369 4,072 7,414 44 3,297 3,396 98

債券 12,403 3,306 12,512 108 9,097 9,215 117

その他 6,208 5,399 6,553 345 809 1,464 655

（注）１．「その他有価証券」については、時価評価しておりますので、上記の表上は、連結貸借対照表価額と取得価額
との差額を計上しております。 

   ２．有価証券の評価は、期末日の時価に基づいております。 
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７．Ｒ Ｏ Ｅ〔単 体〕 

                             （単位：％） 

 
平成２７年３月期 

 
平成２６年３月期 

平成２６年３月期比 

実 質 業 務 純 益 ベ ー ス 8.26 △ 4.07   12.33

 コ ア 業 務 純 益 ベ ー ス 7.67 △ 1.44   9.11

業 務 純 益 ベ ー ス 8.80 △ 2.97   11.77

当 期 純 利 益 ベ ー ス 5.10 0.62   4.48

 （注）分母となる純資産平均残高は、（期首純資産の部(除く新株予約権)＋期末純資産の部(除く新株予約権)）÷２を

使用しております。 

 

 

 ８．Ｒ Ｏ Ａ〔単 体〕 

                                （単位：％） 

 
平成２７年３月期 

 
平成２６年３月期 

平成２６年３月期比 

実 質 業 務 純 益 ベ ー ス 0.38 △ 0.13   0.51

 コ ア 業 務 純 益 ベ ー ス 0.35 △ 0.03   0.38

業 務 純 益 ベ ー ス 0.40 △ 0.09   0.49

当 期 純 利 益 ベ ー ス 0.23 0.05   0.18

 （注）分母となる総資産平均残高は、（期首総資産(除く支払承諾見返)＋期末総資産(除く支払承諾見返)）÷２を使用

しております。 
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Ⅱ 貸出金等の状況 

 １．リスク管理債権の状況 

※部分直接償却は実施しておりません。 

〔単 体〕                               （単位：百万円） 

 

 

平成２７年３月末 
平成26年9月末 平成26年3月末

 平成26年9月末比 平成 26 年 3 月末比

リ
ス
ク
管
理
債
権 

破 綻 先 債 権 額 739 △ 202 △ 515 941  1,254

延 滞 債 権 額 19,129 △ 651 △ 997 19,780  20,126

３カ月以上延滞債権額 － － － －  －

貸 出 条 件 緩 和 債 権 額 699 4 33 695  666

合    計 20,568 △ 849 △ 1,479 21,417  22,047

 

貸 出 金 残 高 （ 末 残 ） 603,078 4,771  3,788 598,307  599,290

 
（単位：％） 

貸
出
金
残
高
比

破 綻 先 債 権 額 0.12 △ 0.03 △ 0.08 0.15  0.20

延 滞 債 権 額 3.17 △ 0.13 △ 0.18 3.30  3.35

３カ月以上延滞債権額 － － － －  －

貸 出 条 件 緩 和 債 権 額 0.11 0.00 0.00 0.11  0.11

合    計 3.41 △ 0.16 △ 0.26 3.57  3.67
 
（注）１．リスク管理債権は、銀行法施行規則に基づく開示債権でありますが、担保・保証等による保全の有無にかかわ

らず開示対象としているため、開示額は回収不能額を表すものではありません。 
   ２．当行は、平成２７年２月に㈱ながぎんビジネスパートナーズを吸収合併しております。このため、平成２６年

３月末および平成２６年９月末は当行と㈱ながぎんビジネスパートナーズを合算した数値を記載しております。 
 
 
＜ご参考＞ 

平成２７年３月末に部分直接償却を実施した場合のリスク管理債権 

〔単 体〕                      （単位：百万円） 

 

 

平成２７年３月末 

部分直接償却前 部分直接償却額 部分直接償却後 

リ
ス
ク
管
理
債
権

破 綻 先 債 権 額 739 442 297  

延 滞 債 権 額 19,129 2,903 16,225  

３カ月以上延滞債権額 － － －  

貸 出 条 件 緩 和 債 権 額 699 － 699  

合    計 20,568 3,345 17,222  

 

貸 出 金 残 高 （ 末 残 ） 603,078 3,345 599,733  

 
（単位：％） 

貸
出
金
残
高
比

破 綻 先 債 権 額 0.12 0.04  

延 滞 債 権 額 3.17 2.70  

３カ月以上延滞債権額 － －  

貸 出 条 件 緩 和 債 権 額 0.11 0.11  

合    計 3.41 2.87  
 

（注）部分直接償却とは、自己査定により回収不能または無価値と判定した担保・保証付債権等について、債権額か

ら担保の処分可能見込額および保証による回収が認められる額を控除した残額（Ⅳ分類金額）を取立不能見込額

として債権額から直接減額することです。当行は部分直接償却を実施していないため、Ⅳ分類金額と同額の貸倒

引当金を計上しております。 
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〔連 結〕                               （単位：百万円） 

 

 

平成２７年３月末 
平成 26 年 9 月末 平成 26年 3月末

 平成26年 9月末比 平成26年3月末比

リ
ス
ク
管
理
債
権 

破 綻 先 債 権 額 790 △ 216 △ 525 1,006  1,315

延 滞 債 権 額 19,402 △ 672 △ 998 20,074  20,400

３カ月以上延滞債権額 － － － －  －

貸 出 条 件 緩 和 債 権 額 699 4 33 695  666

合    計 20,892 △ 884 △ 1,491 21,776  22,383

 

貸 出 金 残 高 （ 末 残 ） 596,696 5,154 3,759 591,542  592,937

 
（単位：％） 

貸
出
金
残
高
比

破 綻 先 債 権 額 0.13 △ 0.04 △ 0.09 0.17  0.22

延 滞 債 権 額 3.25 △ 0.14 △ 0.19 3.39  3.44

３カ月以上延滞債権額 － － － －  －

貸 出 条 件 緩 和 債 権 額 0.11 0.00 0.00 0.11  0.11

合    計 3.50 △ 0.18 △ 0.27 3.68  3.77

 
 
２．リスク管理債権に対するカバー率 

〔単 体〕                              （単位：百万円、％） 

 

 

平成２７年３月末 
平成26年 9月末 平成26年 3月末

 平成26年9月末比 平成26年3月末比

リ ス ク 管 理 債 権     (A) 20,568 △ 849 △ 1,479 21,417  22,047

担 保 等 保 全 額     (B) 9,838 82 272 9,756  9,566

個別貸倒引当金残高     (C) 7,468 100 △ 830 7,368  8,298

引 当 率         (C)／(A) 36.31 1.91 △ 1.32 34.40  37.63

カ バ ー 率     （B+C）／(A) 84.14 4.19 3.11 79.95  81.03

（注）当行は、平成２７年２月に㈱ながぎんビジネスパートナーズを吸収合併しております。このため、平成２６年３月
末および平成２６年９月末は当行と㈱ながぎんビジネスパートナーズを合算した数値を記載しております。 

 

 ３．貸倒引当金等の状況 

〔単 体〕                               （単位：百万円） 

 

 

平成２７年３月末 
平成 26 年 9 月末 平成26年3月末

 平成 26年 9月末比 平成26年3月末比

貸 倒 引 当 金 10,001 208 △ 1,113 9,793  11,114

 一 般 貸 倒 引 当 金 2,448 106 △ 275 2,342  2,723

個 別 貸 倒 引 当 金 7,553 102 △ 838 7,451  8,391

（注）当行は、平成２７年２月に㈱ながぎんビジネスパートナーズを吸収合併しております。このため、平成２６年３月
末および平成２６年９月末は当行と㈱ながぎんビジネスパートナーズを合算した数値を記載しております。 

 

 

〔連 結〕                               （単位：百万円） 

 

 

平成２７年３月末 
平成 26 年 9 月末 平成26年 3月末

 平成26年9月末比 平成26年3月末比

貸 倒 引 当 金 10,516 52 △ 1,243 10,464  11,759

 一 般 貸 倒 引 当 金 2,571 99 △ 297 2,472  2,868

個 別 貸 倒 引 当 金 7,944 △ 47 △ 946 7,991  8,890
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４．金融再生法開示債権の状況 

※部分直接償却は実施しておりません。 

〔単 体〕                                  （単位：百万円） 

 平成２７年３月末
平成 26 年 9 月末 平成26年3月末

平成26年9月末比 平成26年3月末比

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 6,467 △ 58 △ 923 6,525  7,390

危 険 債 権 13,489 △ 820 △ 623 14,309  14,112

要 管 理 債 権 699 4 33 695  666

小    計 20,656 △ 874 △ 1,514 21,530  22,170

正 常 債 権 585,342 5,270 4,865 580,072  580,477

合    計 605,999 4,396 3,352 601,603  602,647
   

（単位：％） 

比

率 

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 1.06 △ 0.02 △ 0.16 1.08  1.22

危 険 債 権 2.22 △ 0.15 △ 0.12 2.37  2.34

要 管 理 債 権 0.11 0.00 0.00 0.11  0.11

小    計 3.40 △ 0.17 △ 0.27 3.57  3.67
 
（注）１．破産更生債権及びこれらに準ずる債権とは、｢破産、会社更生、民事再生等の事由により経営破綻に陥って

いる債務者に対する債権及びこれらに準ずる債権｣であり、破綻先及び実質破綻先の総与信額と一致します。 

２．危険債権とは、｢債務者が経営破綻の状態には至っていないが、財政状態及び経営成績が悪化し、契約に従
った債権の元本の回収及び利息の受取りができない可能性の高い債権｣であり、破綻懸念先の総与信額と一致
します。 

    ３．要管理債権とは、要注意先に対する債権のうちの｢３カ月以上延滞債権及び貸出条件緩和債権｣であり、要注
意先の貸出金の一部に対応しています。 

４．当行は、平成２７年２月に㈱ながぎんビジネスパートナーズを吸収合併しております。このため、平成２６
年３月末および平成２６年９月末は当行と㈱ながぎんビジネスパートナーズを合算した数値を記載しており
ます。 

 

＜ご参考＞ 
平成２７年３月末に部分直接償却を実施した場合の金融再生法開示債権 

〔単 体〕                      （単位：百万円） 

 平成２７年３月末 

部分直接償却前 部分直接償却額 部分直接償却後 
破産更生債権及びこれらに準ずる債権 6,467 3,362 3,104  

危 険 債 権 13,489 － 13,489  

要 管 理 債 権 699 － 699  

小    計 20,656 3,362 17,294  

正 常 債 権 585,342 － 585,342  

合    計 605,999 3,362 602,637  

 
（単位：％） 

比

率 

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 1.06 0.51  

危 険 債 権 2.22 2.23  

要 管 理 債 権 0.11 0.11  

小    計 3.40 2.86  
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５．金融再生法開示債権の保全状況 

〔単 体〕                              （単位：百万円、％） 

 平成２７年３月末
平成 26 年 9 月末 平成26年3月末

平成26年9月末比 平成26年3月末比

(１) 債 権 額 (Ａ) 20,656 △ 874 △ 1,514 21,530  22,170 

(２) 保 全 額 (Ｂ) 17,533 76 △ 668 17,457  18,201 

 担 保 保 証 等 9,889 72 252 9,817  9,637 

 貸 倒 引 当 金 7,643 3 △ 921 7,640  8,564 

(３) 保 全 率 (B／A) 84.87 3.79 2.78 81.08  82.09 
 

（注）１．債権額は、「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」、「危険債権」及び「要管理債権」の合計額であります。 

２．貸倒引当金は、「個別貸倒引当金」及び「一般貸倒引当金」であります。 

３．当行は、平成２７年２月に㈱ながぎんビジネスパートナーズを吸収合併しております。このため、平成２６年
３月末および平成２６年９月末は当行と㈱ながぎんビジネスパートナーズを合算した数値を記載しております。 

 

  

< 償却・引当の方針 > 

自己査定に基づく区分 金融再生法に基づく区分 償却・引当方針 

破 綻 先 債 権 破 産 更 生 債 権 及 び 

これらに準ずる債権 

担保・保証等で保全されていない債権額に対して

１００％を引当。 実 質 破 綻 先 債 権 

破 綻 懸 念 先 債 権 危 険 債 権 

担保・保証等で保全されていない債権額に対して

貸倒実績率に基づく３年間の予想損失額を引当。

また、一部の債権については、キャッシュ・フロ

ーによる回収見込額を勘案した金額を引当。 

要注意先 

債    権 

要 管 理 先 債 権 
要 管 理 債 権 

貸倒実績率に基づく３年間の予想損失額を引当。

正 常 債 権 要管理先以外の債権 
貸倒実績率に基づく１年間の予想損失額を引当。

正 常 先 債 権 
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６．業種別貸出金等の状況〔単 体〕 

(１) 業種別貸出金 

イ 残  高                                （単位：百万円） 

 平成２７年３月末 
平成26年9月末 平成 26年 3月末

 平成26年 9月末比 平成26年 3月末比

貸 出 金 603,078 9,266 8,742 593,812  594,336

 製 造 業 74,010 139 △ 1,209 73,871  75,219

 農 業 、 林 業 1,089 △ 165 △ 19 1,254  1,108

 漁 業 12 △ 1 △ 1 13  13

 鉱業、採石業、砂利採取業 391 196 187 195  204

 建 設 業 25,133 1,736 581 23,397  24,552

 電気・ガス・熱供給・水道業 2,162 133 546 2,029  1,616

 情 報 通 信 業 2,768 149 52 2,619  2,716

 運 輸 業 、 郵 便 業 9,954 82 831 9,872  9,123

 卸 売 業 、 小 売 業 43,964 △ 1,924 △ 1,460 45,888  45,424

 金 融 業 、 保 険 業 24,590 △ 766 △ 421 25,356  25,011

 不 動 産 業 、 物 品 賃 貸 業 52,655 △ 668 △ 215 53,323  52,870

 各 種 サ ー ビ ス 業 65,067 2,960 1,258 62,107  63,809

 地 方 公 共 団 体 100,739 4,454 5,135 96,285  95,604

 そ の 他 200,539 2,941 3,480 197,598  197,059

 

ロ 構 成 比                                  （単位：％） 

 

 

平成２７年３月末 
平成26年 9月末 平成26年 3月末

 平成26年9月末比 平成26年3月末比

貸 出 金 100.00  －  － 100.00  100.00

 製 造 業 12.27 △ 0.17 △ 0.38 12.44  12.65

 農 業 、 林 業 0.18 △ 0.03 0.00 0.21  0.18

 漁 業 0.00 0.00 0.00 0.00  0.00

 鉱業、採石業、砂利採取業 0.06 0.03 0.03 0.03  0.03

 建 設 業 4.16 0.22 0.03 3.94  4.13

 電気・ガス・熱供給・水道業 0.35 0.01 0.08 0.34  0.27

 情 報 通 信 業 0.45 0.01 0.00 0.44  0.45

 運 輸 業 、 郵 便 業 1.65 △ 0.01 0.12 1.66  1.53

 卸 売 業 、 小 売 業 7.29 △ 0.43 △ 0.35 7.72  7.64

 金 融 業 、 保 険 業 4.07 △ 0.20 △ 0.13 4.27  4.20

 不 動 産 業 、 物 品 賃 貸 業 8.73 △ 0.24 △ 0.16 8.97  8.89

 各 種 サ ー ビ ス 業 10.78 0.33 0.05 10.45  10.73

 地 方 公 共 団 体 16.70 0.49 0.62 16.21  16.08

 そ の 他 33.25 △ 0.02 0.10 33.27  33.15

 

(２) 消費者ローン残高 
（単位：百万円） 

 

 

平成２７年３月末 
平成26年9月末 平成26年3月末

 平成 26 年 9 月末比 平成 26 年 3 月末比

消 費 者 ロ ー ン 200,539 2,941 3,480 197,598  197,059

 う ち 住 宅 ロ ー ン 171,424 2,156 2,722 169,268  168,702

う ち そ の 他 ロ ー ン 29,115 785 758 28,330  28,357
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(３) 中小企業等貸出比率 
（単位：％） 

 

 

平成２７年３月末 
平成26年9月末 平成26年3月末

 平成 26 年 9 月末比 平成 26 年 3 月末比

中 小 企 業 等 貸 出 比 率 72.84 △ 0.54 △ 0.78 73.38  73.62
 
（注）中小企業等とは、資本金３億円(ただし、卸売業は１億円、小売業、サービス業は５千万円)以下の会社又は常用す

る従業員が 300 人(ただし、卸売業は 100 人、小売業は 50 人、サービス業は 100 人)以下の会社及び個人であります。 

 

 

７．預金、貸出金等の状況〔単 体〕 

(１) 預   金 

    イ 期末残高                                （単位：百万円） 

 

 

平成２７年３月末 
平成 26 年 9 月末 平成 26 年 3 月末

 平成 26 年 9 月末比 平成 26 年 3 月末比

預金等(預金＋譲渡性預金) 1,023,254 △ 1,297 15,058 1,024,551  1,008,196

 預 金 1,020,504 △ 1,617 12,478 1,022,121  1,008,026

  長 野 県 内 預 金 1,008,809 △ 3,281 19,227 1,012,090  989,582

 長 野 県 外 預 金 11,694 1,663 △ 6,749 10,031  18,443

 個 人 預 金 728,758 9,760 24,323 718,998  704,435

 個 人 以 外 の 預 金 291,745 △ 11,377 △ 11,845 303,122  303,590

 譲 渡 性 預 金 2,750 320 2,580 2,430  170

 
 
    ロ 平均残高                                （単位：百万円） 

 

 

平成２７年３月末 
平成 26 年 9 月末 平成 26 年 3 月末

 平成 26 年 9 月末比 平成 26 年 3 月末比

預金等(預金＋譲渡性預金) 1,008,238 4,732 33,797 1,003,506  974,441

 預 金 1,005,649 5,307 32,544 1,000,342  973,105

  長 野 県 内 預 金 998,357 5,088 30,556 993,269  967,801

 長 野 県 外 預 金 7,291 219 1,987 7,072  5,304

 譲 渡 性 預 金 2,588 △ 576 1,252 3,164  1,336

 

(２) 預り資産の状況 

    期末残高                                  （単位：百万円） 

 

 

平成２７年３月末 
平成 26 年 9 月末 平成 26 年 3 月末

 平成 26 年 9 月末比 平成 26 年 3 月末比

預 り 資 産 69,375 △ 3,202 △ 6,565 72,577  75,940

 う ち 個 人 預 り 資 産 66,553 △ 3,099 △ 6,389 69,652  72,942

（注）預り資産は、個人年金保険、投資信託、公共債等の預り残高の合計であります。 

 

(３) 預金等＋預り資産                               （単位：百万円） 

 

 

平成２７年３月末 
平成 26 年 9 月末 平成 26 年 3 月末

 平成 26 年 9 月末比 平成 26 年 3 月末比

預 金 等 ・ 預 り 資 産 合 計 1,092,629 △ 4,500 8,493 1,097,129  1,084,136

 うち個人預金、個人預り資産 795,312 6,661 17,934 788,651  777,378

 

-11-

㈱長野銀行（8521）平成27年3月期決算短信



 

 

(４) 貸 出 金 

    イ 期末残高                                （単位：百万円） 

 

 

平成２７年３月末 
平成 26 年 9 月末 平成 26 年 3 月末

 平成 26 年 9 月末比 平成 26 年 3 月末比

貸 出 金 603,078 9,266 8,742 593,812  594,336

 長 野 県 内 貸 出 金 568,433 9,176  5,995 559,257  562,438

長 野 県 外 貸 出 金 34,645 91  2,748 34,554  31,897

 
    ロ 平均残高                                （単位：百万円） 

 

 

平成２７年３月末 
平成 26 年 9 月末 平成 26 年 3 月末

 平成 26 年 9 月末比 平成 26 年 3 月末比

貸 出 金 588,728 2,764 7,275 585,964  581,453

 長 野 県 内 貸 出 金 555,126  1,450 4,607 553,676  550,519

長 野 県 外 貸 出 金 33,601  1,313  2,667 32,288  30,934

 

 

Ⅲ 平成２７年度（平成２８年３月期）の業績予想 

 

〔単 体〕                               （単位：百万円） 

 

 
平成２７年度見込 

 
平成２６年度 

平成２６年度比 

経 常 利 益  3,100  589   2,511  

 業 務 純 益  3,800  △ 664   4,464  

コ ア 業 務 純 益  3,000  △ 890   3,890  

当 期 純 利 益  2,000  △ 588   2,588  

 

〔連 結〕                               （単位：百万円） 

 

 
平成２７年度見込 

 
平成２６年度 

平成２６年度比 

経 常 利 益  3,150  422   2,728  

当 期 純 利 益  2,050  △ 652   2,702  
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